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は じ め に

昭和40年度以降､指定試験研究により､二枚月類の人工採苗に必要な飼料生物の大量培養vc関する

研究を進め､一応必要 と思われる量の培養が出来る様に在った｡今年度は少し観点を変えて､大量培養

が可能になってきた飼料生物を用いて､実際に各種の二枚貝の浮遊幼生の飼育試験を行ない､それぞれ

の餌料効果や問題点をどを検討した｡をお詳細vcついては､青水増資料S45-Jra15に報告済みであ

る｡ .

試 験 方 法

(n 試験vc用いた二枚月の種類と飼育法

ホ ク テ ガ イ Patinopecten yessoensis(Jay)

ホ ヅ キ ガ イ Spisda sachalin飢Sis(Schrenck)

フ ランス ガキ Ostrea edulisLinne

ムラサキイガイ Mytilus edulisLinne

チョウセンハマグリ Meretrix lamarckii Deshyes

何れ も産卵期の母見に温度刺激を加えて産卵誘発し､人工皮精を行をってD型幼生となったものを

使用 した｡

3L三角フラスコまたは202塩化ビニール水槽にろ過海水を満たし､上記の幼生を収容し､これ

が付着または底生に移行するまでの間､所定の餌料生物を所定の濃度で授与 して,'その成長､歩留を

調べた｡

(2) 試験vc用いた餌料生物の種類 と投餌法

Chaetocers calcitrars

MのoChrysis lutheri

Phae∝bctylum tricornutum

Green(種不明であるが海産クロレラの様に思われる｡瀬戸内海親書漁業センター屋島事業所の

長谷川泉氏より分譲していただいた.)

Marine Y飽st(旭化成株 式会社より試料を提供していただいたLotJ･%･11O123PO5F､スブ
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レー ド̀ライ製品)

前4者は何れも下記の培養液を用いてほぼ純粋vc培養 したもので､増殖がほぼ頂点vc近付いたもの

を使用 した｡

(培養液の処法)

NaNO B

Na2IiPO 4 ● 12aq

Na2SiOS･5aq

P6 metals

Tris Buffer

ろ 過 溢 水

200g/A

50g/A

1.5g/A

5･0g/ A(7.5C詣 誹

lmB

0.5me

lme
lmB

2me

1､000m2

上記をオー トクレーブで110℃5分間加熱殺菌

M.Y. は粉末状の製品を秤取し､海水に溶解して使用した｡

なお､餌料生物相互の間には下記の様夜関係があったので＼投餌量は各種類 とも乾燥重量が剥ぎ同

等になる様に考慮 して授与したo

(種 類) (乾県重量) (細 胞 数)

Ch. 0.0000545mg = 4.500個

Mc.

Ph.

Green

M.Y.

〟

〟

〟

〟

試 験 結 果

(11 ホクテガイ

飼育条件の概要は第 1図

および第 2匪め ように在っ

た｡

Mc.はよい餌とそり､

初期には1日 1個体当り

0.0000273m臥 中一 後期

veは0.00016367呼前僕の

投与 を必要 とする｡

Greenでも付着までの飼

育が可能であるが､M c.

より成長が遅れ も

M.Y.は初期にはMc.

2f)00個

- 4.950個

- 15,423個

7.100個

(p.C.Ⅴ.)

0.000000678加β

0.000000121徹e

0.000000256me

0.000000200me

第
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第2図 各種の餌料を授与した場合のホクテガイの成長歩留

VC匹敵するよい成長を示したが､実験中の事故により付着時期の成績をみることが出来勧 つゝた｡
(2) フランスガキ

第3図の様になった｡

Ch･Mc･Green,Ph･などでは何れも付着までの飼育が可能であったが､Ph,では成長が幾分遅

れ私 何れの場合にも1日1個体当少初期には010001636喝前後､後期vcは0･0003:372
呼前後の投餌を必要とするものと思われた｡ I

MJY･を与えたものでは長期間 vc亘って殆んど成長がみられず､餌料効果が殆んどをhものと思わ

れた｡

(3) ホ ッキ ガ イ

第4図､第5図の ようvcをった｡

Ch.が最もよい成長を示し､Mc･も悪くをい｡ Ph.Greenは可成 り成長が遅れ､歩留もよくを

いが何とか底生に移行するものが出た｡M･Y.ば普通の飼育方法では､成長､歩留ともvc悪 く､底
∫

生に移行するまでの飼育が困難であったが､飼育海水vcス トレプトマイシンを添加した場合vcは底生.

･vc移行するものが現われた｡投餌量は､初期～中期には1日1個体当り0.0000818野､後期vc

は0･0001686mgでほほ充分と思われた｡

(4) ムラサキイガイ

第 6図のようにそった｡

Ch.Mc.は最もよい成長を示す.Ph･M.Y･は可成 り成長が遅れるが付着までの飼育が可能であっ

た｡Greenは非常vc成長が悪 く､付着までの飼育の可能性に疑問がもたれた｡
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第3

図 各種の餌料を授与した場合のフランスガキの成長歩留長第4図 各
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昇5図各 種の餌科を段与した場合のホブ キガイの成長歩合 (その2-)
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Ch･･Mc･は初期vcは1日1個体当りo･0000409野ヽ中期vcは0･0000818野､後期に

は0･00O1686喝で充分と思われたが､Ph.hLY･はこれより幾らか多量を必要とする様 で

あった｡

(5) チ ョウセン-マグ リ

第7図の様にそったo

Ch･,Mc.,Green･M Y･モどを単独に授与した場合には､底生移行直前頃までの飼育は可能であっ

たが､変態して底生生活に移行するものは現われをかったO LかLMc･とM･Y･を1･.1Ur混合した

ものを与えた場合vcは底生生活vc移行するものが出た｡

餌の必要量についてはあせりはっきりしせいがヽ中～後期vcは1日1個当り0･0002-0.00057ng

程度と思われた｡

第7図 各種の餌料を授与した場合のチョウセン-マクリの

成 長歩 留考



第 1表 各種の餌料を用いて飼育 した場合の二枚月浮遊幼生の定着日数 と歩留

ホ ク テ ガ イ .1フ ラ ンス ガキ ホ ツ キ ガ イ ムラ■サキイガイ チョウセン

-マクリCh. - 60%=5.511日 笥 1-8.2 55%=5.
510日㍗-oMc. ー56% 78_% 55%8

日-6.9! 55 % 0%
-28 -4.6 = 4.2

0●15日 17日 15 日 XPh. 一- 45% -2.4I50%
-5.154%=5.6 -19 日 代 目

15日Gr.eeれ 55% 占6% 40第日

-2.4 0% --1.9 -4.4 =018日 15日. Xも酢 Y. 初期の成長良好 0 % . 05% = 0.2 ノ52?/o/ /=2., 0% 0X

Mc.と所用した場合55% =2

.912日/Vt 19日 / 19日(註) 上段 :定着時の歩留下

段 '.定着までVC要 した日数上段を下段で除した価 '.一般にこの価が高い程餌料効果が高いと見せす

こ とが出来 も表にみられるように､従来か ら多く使用されて来たC

h,Mc.はチョウセン-マグ1)を除 く多くの二枚月に対 して､殆んど例外を く最もよい餌料効果を示すことが解

った.Ch･Mc･VC比べて大量培養が より容易をPh.も､一般Uc成長は遅れるが可成 りの餌料

効果を示す｡大量

培養の比較的困難をCh.,Mc.と併用することによって､餌料の必要量を確保するをどの利用の道が考え

られる｡GreenもまたPh･VC次いで大量培養が容易を

種類であり､ この種類はフランスガキVC対 しては高 い餌料効果を示すが､その他の二枚見に対してばあ

まり面白くモい.M･Y･は工場生産が可能であり､更に乾燥保有が出来ると言う長所をもっているが

､その餌料効果は今回の試験で見る限 り可成 り劣って




